
惨
な
最
後
を
祖
国
に
伝
え
る
事
実
伝
達
者
と
し
て
の
意
識
を
た
か

め
る
だ
け
だ
と
感
じ
た
。

ソ
連
軍
侵
攻
か
ら
入
ソ
ま
で　 

石
川
県
　
荒
木
吉
秀
　 

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
午
前
零
時
半
、
飛
行
機
の
爆
音
に
深

夜
の
夢
を
破
ら
れ
た
。
所
は
東
満
牡
丹
江
省
東
寧
県
の
城
子
溝
。

私
は
第
一
六
野
戦
貨
物
■
の
警
備
隊
に
属
し
、
第
三
分
■
の
分
■

長
と
し
て
勤
務
中
で
あ
っ
た
。

早
朝
五
時
半
、
低
空
で
侵
攻
し
て
き
た
の
は
ソ
連
機
、
直
ち
に

非
常
呼
集
が
か
け
ら
れ
、
三
か
所
の
分
■
陣
地
は
増
員
さ
れ
て
警

備
を
厳
に
し
た
。

午
後
、
松
花
江
を
挟
ん
で
彼
我
の
砲
撃
が
聞
こ
え
、
本
部
建
物

に
敵
軽
爆
の
爆
弾
が
命
中
し
て
、
情
況
は
い
よ
い
よ
切
迫
し
た
。

命
を
受
け
た
兵
ら
が
タ
イ
マ
ツ
に
点
火
し
て
、
何
十
と
あ
る
野
積

物
資
の
山
に
火
を
放
っ
て
回
る
。
た
ち
ま
ち
白
煙
、
黒
煙
が
天
地

を
覆
う
凄
絶
の
巷
と
化
し
た
。
分
■
を
焼
却
し
て
後
退
の
命
が
出

る
。
中
隊
の
准
尉
が
「
青
葉
神
社
」
に
火
を
放
っ
た
。

私
は
昭
和
十
三
年
四
月
、
中
支
の
工
兵
部
隊
よ
り
復
員
、
家
郷

に
あ
る
こ
と
三
年
三
か
月
で
、
昭
和
十
六
年
の
関
特
演
に
応
召
、

牡
丹
江
省
掖
河
の
歩
兵
第
七
連
隊
に
入
隊
し
た
が
、
二
年
後
、
転

属
し
て
、
国
境
の
野
戦
貨
物
■
警
備
隊
の
勤
務
に
つ
い
て
い
た
の

で
あ
る
。

八
月
十
日
、
部
隊
は
後
退
を
開
始
、
私
物
の
賞
状
、
通
帳
等
す

べ
て
放
棄
す
る
周
章
振
り
で
、
老
黒
山
付
近
の
遭
遇
戦
で
六
名
の

死
傷
者
を
み
、
羅
子
溝
を
経
て
十
四
日
、
朝
陽
川
の
四
七
貨
物
■

に
た
ど
り
着
い
た
。
二
百
七
十
二
キ
ロ
の
行
軍
で
あ
っ
た
が
、
各

地
に
分
散
駐
屯
し
て
い
た
我
が
部
隊
も
漸
く
集
結
し
得
た
。

こ
の
地
一
帯
は
、
日
韓
併
合
の
と
き
、
日
本
へ
の
従
属
を
嫌
っ

て
満
州
へ
脱
出
し
た
朝
鮮
人
の
部
落
が
散
在
し
て
い
た
が
、
彼
等

も
事
態
の
対
処
に
困
惑
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

十
七
日
、
隊
長
よ
り
「
日
本
降
伏
」
が
告
示
さ
れ
、
翌
日
、
下

士
官
以
下
は
兵
器
の
す
べ
て
を
大
地
に
集
積
し
、
丸
腰
と
な
っ

た
。
以
後
は
木
銃
を
も
っ
て
、
現
地
人
ら
の
襲
撃
、
掠
奪
に
抵
抗

す
る
し
か
な
か
っ
た
。

九
月
一
日
、
我
が
一
六
野
戦
貨
物
■
を
主
体
と
す
る
捕
虜
大
隊



が
編
成
さ
れ
た
。
長
は
君
塚
見
習
士
官
。
三
日
、
私
物
、
官
物
の

携
帯
品
の
調
査
。
五
日
は
各
隊
員
の
出
身
県
、
職
業
、
生
年
月

日
、
官
等
級
、
氏
名
等
の
調
査
表
作
成
。

六
日
、
ソ
連
側
か
ら
特
業
者
―
―
工
兵
、
架
橋
の
経
験
者
、
鉄

道
員
、
自
動
車
の
運
転
と
修
理
工
、
ペ
ー
チ
カ
工
、
煉
瓦
、
石

工
、
左
官
、
大
工
、
指
物
、
ブ
リ
キ
工
―
―
の
調
査
。

九
月
十
四
日
、
延
吉
出
発
、
二
百
五
十
キ
ロ
の
行
軍
が
始
ま

る
。
ソ
連
輸
送
指
揮
官
は
少
尉
、
乗
馬
で
先
頭
を
進
み
、
十
人
足

ら
ず
の
兵
が
、
道
路
を
行
く
日
本
兵
か
ら
左
右
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

離
れ
て
、
田
畑
の
中
も
憶
せ
ず
平
行
し
て
歩
く
、
ご
苦
労
な
こ
と

だ
。
夕
刻
に
な
る
と
、
指
揮
官
は
駆
け
回
っ
て
宿
営
の
適
地
を
決

め
て
く
れ
る
。
十
九
日
、
琿
春
に
到
着
。

二
十
日
、
十
七
時
、
国
境
―
―
と
い
っ
て
も
境
界
の
立
て
札
も

な
い
―
―
を
越
え
て
ポ
シ
ェ
ッ
ト
市
に
入
る
。
白
壁
の
家
が
並
ぶ

異
国
風
景
に
目
を
見
張
る
。
市
民
や
兵
士
が
物
珍
し
げ
に
行
進
を

眺
め
る
。
二
十
一
日
午
後
、
一
名
の
落
後
者
も
な
く
ク
ラ
ス
キ
ー

ノ
に
着
い
た
。
延
吉
か
ら
こ
こ
ま
で
百
九
十
二
キ
ロ
を
八
日
間
、

一
日
平
均
二
十
四
キ
ロ
の
行
軍
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
全
員
が
倉
庫

に
あ
っ
た
新
品
の
肌
着
、
軍
衣
袴
、
靴
に
替
え
、
支
給
外
の
食
糧

を
携
行
し
た
お
蔭
だ
っ
た
。

こ
の
行
軍
の
途
中
で
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
日
本
人
の
若

い
女
性
が
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ま
れ
て
我
々
を
追
い
越
し
て
行
く
。
そ

の
着
衣
も
破
れ
、
疲
れ
切
っ
た
姿
と
、
南
に
逃
れ
、
あ
る
い
は
北

へ
引
き
返
し
て
ゆ
く
開
拓
団
の
女
、
子
供
の
哀
れ
さ
で
あ
っ
た
。

九
月
二
十
一
日
、
我
が
捕
虜
大
隊
は
ク
ラ
ス
キ
ー
ノ
の
丘
の
斜

面
に
宿
舎
を
決
め
ら
れ
た
。
と
い
っ
て
も
天
幕
も
毛
布
も
な
い
。

炊
事
の
薪
を
四
キ
ロ
も
六
キ
ロ
も
歩
い
て
集
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
、
ソ
連
兵
に
折
あ
ら
ば
と
時
計
を
ね
ら
わ
れ
た
こ
と
、
信

用
し
て
預
け
た
指
揮
官
に
、
交
替
の
ま
ま
持
ち
逃
げ
さ
れ
た
こ
と

を
憶
え
て
い
る
。
延
吉
で
は
二
万
八
千
人
が
集
め
ら
れ
、
将
校
団

と
別
々
に
さ
れ
た
が
、
彼
等
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

十
月
十
五
日
、
初
め
て
ソ
連
の
と
て
つ
も
な
い
大
き
な
貨
車
に

詰
め
込
ま
れ
る
。
ウ
ラ
ジ
オ
へ
行
く
も
の
と
思
い
込
ん
で
い
た

が
、
再
び
ポ
シ
ェ
ッ
ト
着
。

こ
こ
で
シ
ャ
ワ
ー
だ
け
の
奇
妙
な
移
動
浴
場
を
浴
び
、
着
衣
消

毒
を
受
け
て
再
び
乗
車
、
全
員
の
不
安
、
失
望
の
う
ち
に
、
列
車

は
北
へ
北
へ
と
走
る
。

十
九
日
午
後
五
時
、
輸
送
指
揮
官
が
初
め
て
現
況
を
明
か
す
。



「
現
在
地
は
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
。
一
時
間
後
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
に

着
く
。
直
ち
に
連
結
船
で
ア
ム
ー
ル
河
を
渡
河
す
る
。
こ
こ
は
北

緯
五
十
度
、
ポ
ル
ト
ワ
ニ
ノ
（
間
宮
海
峡
の
ワ
ニ
ノ
港
）
ま
で
二

百
七
十
キ
ロ
で
あ
る
…
…
」

全
員
不
安
も
失
望
も
消
し
と
ん
で
、
港
か
ら
乗
船
し
て
故
国
に

帰
る
！
！
と
大
喜
び
で
あ
っ
た
。

列
車
は
船
に
積
ま
れ
て
渡
河
、
ま
た
走
り
続
け
、
停
車
の
た
び

に
沿
線
の
労
務
者
（
囚
人
）
に
物
を
盗
ま
れ
た
り
、
す
で
に
入
ソ

し
て
伐
採
に
従
事
し
て
い
る
日
本
兵
に
遭
っ
た
り
す
る
。
聞
け
ば

千
島
の
部
隊
の
由
。

十
月
二
十
五
日
、
駅
も
な
い
山
中
で
停
車
、
全
員
下
車
。
二
百

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
木
立
ち
の
中
に
収
容
所
が
あ
っ
た
。
こ
こ
が
私

が
二
十
二
年
六
月
復
員
す
る
ま
で
い
た
ム
ー
リ
地
区
の
第
一
分
所

で
あ
っ
た
。
や
が
て
厳
寒
の
中
、
伐
採
作
業
が
始
ま
る
の
で
あ

る
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
記　 

静
岡
県
　
長
谷
川
喜
一
　 

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
午
前
零
時
、
不
寝
番
明
け
番
交
替
直
後

爆
音
と
同
時
に
爆
弾
投
下
と
機
銃
掃
射
の
音
に
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｂ

二
九
か
と
思
っ
た
。
夜
が
明
け
て
、
部
隊
長
が
、
ソ
連
軍
が
侵
入

し
て
き
て
日
ソ
開
戦
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
、
直
ち
に
重
病
傷
患

者
は
汽
車
で
後
方
に
送
り
、
独
歩
患
者
は
原
隊
に
帰
し
、
病
院
を

閉
鎖
し
、
十
日
午
前
零
時
、
後
退
し
牡
丹
江
に
到
着
、
以
来
終
戦

ま
で
、
野
戦
病
院
を
開
設
し
て
傷
兵
の
治
療
に
当
た
る
。
多
く
の

傷
兵
が
入
院
し
、
そ
の
治
療
に
当
た
る
病
院
長
の
目
か
ら
涙
が
滝

の
ご
と
く
流
れ
て
い
た
。
入
隊
以
来
、
初
め
て
戦
争
の
悲
惨
を

知
っ
た
。

十
五
日
、
終
戦
と
な
り
、
武
装
解
除
を
さ
れ
、
牡
丹
江
に
各
部

隊
が
集
結
、
再
度
傷
兵
の
治
療
に
当
た
る
。
ソ
連
の
貨
物
列
車
に

て
十
一
月
三
日
、
ち
ょ
う
ど
明
治
節
に
満
州
綏
芬
河
を
経
由
、
シ

ベ
リ
ア
に
入
り
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
第
六
分
所
に
収
容
さ
れ
た
。
周




